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シリーズ3　　2型糖尿病と闘う④　合併症への対応

手術機器進歩し成績向上

網膜の状態 �自覚症状 
乃 �単純網膜症 �　　　リゆう 網膜の細い血管にこぶ（血管腐） ができたり、小さな出血が起こる �ほとんどなし 

1巨 ′ �増殖前網膜症 �網膜の血管が詰まり、網膜に �視界のかすみ 

栄養不足や酸欠が生じる �（ないこともある） 

増殖網膜症 �新生血管が発生。硝子体での出 �視力低下や視野に影 血や網膜剥離を起こすこと吉 �（失明の危険） 

眼球の構造を示しながら糖尿病網腰症

を説明する大原在元・眼科部長＝ツカ

ザキ病院
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糖
尿
病
の
楠
さ
は
、
そ
れ
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
、
す

な
わ
ち
合
併
症
に
あ
る
。
「
三
大

合
併
症
」
の
劇
つ
に
数
え
ら
れ
る

糖
尿
病
網
膜
症
は
、
臼
太
人
の
失

明
原
因
の
第
2
位
と
さ
れ
、
患
者

は
十
分
な
注
意
が
必
要
だ
。

血
糖
値
の
高
い
状
態
が
続
く

と
、
全
身
の
血
管
は
少
し
ず
つ
損

傷
を
受
け
る
。
特
に
、
目
の
奥
に

あ
り
、
光
を
感
じ
る
網
膜
に
は
、

非
常
に
細
い
血
管
が
張
り
巡
ら
さ

れ
て
お
り
、
影
逆
昂
大
き
い
。
糖

尿
病
に
よ
っ
て
網
膜
の
血
管
が
傷

み
、
目
に
異
変
が
生
じ
る
病
気
－

そ
れ
が
糖
尿
病
網
膜
症
だ
。

糖
尿
病
患
者
の
2
～
3
割
が
発

症
し
て
い
る
と
さ
れ
、
糖
尿
病
歴

が
1
5
年
以
上
に
な
れ
ば
、
血
糖
は

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
て
も
割

合
が
高
ま
る
と
い
う
。
進
行
す
れ

ば
視
力
低
下
や
失
明
を
招
き
、
2

0
1
4
年
の
調
査
で
は
視
覚
障
害

の
原
因
の
1
5
・
6
％
を
占
め
る
。

相
当
に
進
行
す
る
ま
で
自
覚
症

状
は
な
い
こ
と
が
多
い
。
ツ
カ
ザ

網
膜
症
に
対
す
る
光
凝
固
術

キ
病
院
（
姫
路
市
網
干
区
和
久
）

の
眼
科
郡
長
で
、
糖
尿
病
網
膜
症

領
域
の
責
任
者
を
務
め
る
大
原
在

元
さ
ん
（
4
5
）
は
「
症
状
が
現
れ
れ

ば
、
す
で
に
書
芸
状
態
で
あ
る

こ
と
が
多
い
。
糖
尿
病
と
診
断
さ

れ
た
場
合
、
網
膜
症
に
至
っ
て
い

な
く
て
も
、
年
に
1
回
は
眼
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
眼
底
を
調
べ
る
検
査

を
受
け
る
べ
き
だ
」
と
強
調
す
る
。

T
レ
ー
ザ
ー
治
療

糖
尿
病
網
膜
症
は
三
つ
の
段
階

に
分
か
れ
、
初
期
か
ら
順
に
「
単

純
網
膜
症
」
　
「
増
墾
削
網
膜
症
」

「
増
殖
網
膜
症
」
と
い
う
。

細
い
網
膜
の
血
管
に
こ
ぶ
が
で

き
、
わ
ず
か
な
出
血
が
起
こ
る
単

純
網
膜
症
の
段
階
で
は
、
糖
尿
病

の
治
療
で
血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
な
が
ら
経
過
撞
察
す
る
。
直
接

的
な
治
療
を
始
め
る
の
は
、
増
殖

前
網
膜
症
か
ら
だ
。

こ
の
段
階
で
は
、
網
膜
の
細
い

血
管
が
詰
ま
り
、
栄
養
不
足
や
酸

き
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
。

レ
ー
ザ
壷
に
つ
い
て
感

膜
を
元
に
戻
す
の
で
は
な
く
、
酸

素
の
消
費
量
姦
ら
し
て
視
力
を

守
る
、
あ
る
意
味
で
破
壊
的
な
治

療
」
と
大
原
さ
ん
。
酸
欠
が
広
随

因
に
及
ぶ
場
合
は
、
視
力
に
蛋
要

な
森
野
と
呼
ば
れ
る
部
分
を

除
き
、
網
膜
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
焼

き
固
め
る
こ
と
に
な
り
、
3
、
4

回
の
治
療
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
た
め
視
野
が
狭
く
な
る
こ

と
も
あ
る
が
、
約
8
割
で
進
行
を

抑
え
ら
れ
る
と
い
う
。
肩
癖
中
、

比
較
的
強
い
痛
み
を
感
じ
る
人
も

い
る
が
、
進
行
を
抑
え
る
唯
一
の

治
療
だ
と
理
解
し
て
ほ
し
い
」

■
鍵
握
る
継
続
診
療

だ
が
、
す
で
に
進
行
が
著
し
い

場
合
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
の
成
功
率

は
5
～
6
割
に
落
ち
る
。
そ
の
と

き
は
「
硝
子
体
手
術
」
が
必
要
と

な
る
。
針
の
よ
う
な
半
具
を
目
に

入
れ
、
出
血
や
増
殖
組
織
を
取
り

血
管
発
生
抑
え
視
力
守
る

欠
が
起
こ
っ
て
い
る
。
治
療
は
、

レ
ー
ザ
ー
光
線
で
酸
欠
を
起
こ
し

た
網
膜
を
焼
く
「
光
凝
固
術
」
が

用
い
ら
れ
る
。

治
療
の
最
大
の
目
的
は
、
新
生

血
管
の
発
生
を
抑
え
る
こ
と
。
酸

欠
状
態
が
続
く
と
、
酸
素
を
補
給

し
よ
う
と
し
て
新
し
い
血
管
が
生

じ
る
。
し
か
し
こ
の
血
管
は
極
め

て
も
ろ
い
。
血
管
が
破
れ
、
目
の

内
部
の
硝
子
体
に
出
血
が
起
こ

る
と
、
大
幅
な
視
力
の
低
下
を
招

く
。
ま
た
、
出
血
に
よ
っ
て
網
膜

に
増
殖
組
織
と
い
う
膜
が
で
き
、

失
明
に
つ
な
が
る
網
雷
等
引

固
さ
謂
鮒
だ
鮎
酢
鮎
関
配
配
り
」

糖
尿
病
神
経
障
害
が
挙
げ
ら
れ
る
。
腎
症
は
、
腎
機
能
が
低
下

し
、
透
析
治
療
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
神
経
障
害
は
、

手
足
な
ど
に
し
び
れ
や
感
覚
の
鈍
化
が
撃
」
り
、
脚
の
切
断
を

招
く
こ
と
も
あ
る
。
最
近
は
、
が
ん
や
認
知
症
の
発
症
と
の
関

連
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

除
い
た
り
、
網
膜
剥
離
が
起
こ
っ

て
い
れ
ば
元
に
戻
し
た
り
す
る
。

高
い
技
術
を
要
す
る
が
、
手
術

機
器
の
進
歩
で
成
練
は
向
上
。
「
か

っ
て
糖
尿
病
網
膜
症
は
最
大
の
失

明
原
因
だ
っ
た
が
、
2
位
に
下
が

っ
た
の
は
、
手
術
の
進
歩
が
大
き

い
と
さ
れ
て
い
る
」
と
大
原
さ
ん

は
話
す
。

そ
れ
で
も
、
糖
尿
病
に
特
有
の

緑
内
障
を
併
発
す
る
な
ど
し
、
失

明
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た

病
気
の
進
行
程
度
に
か
か
わ
ら

ず
、
卓
斑
に
む
く
み
（
浮
準
が

生
じ
て
視
力
が
低
下
し
、
日
常
生

活
に
支
障
が
出
る
場
合
も
あ
る
。

「
や
は
り
血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
重
要
」
♪
天
原
さ
ん
。
加
え

て
「
単
純
網
膜
症
や
増
殖
前
網
股

症
の
段
階
か
ら
診
療
を
受
け
て
い

れ
ば
、
失
明
に
至
る
こ
と
は
ほ
ぼ

な
い
」
と
話
す
。
（
武
藤
邦
等


